
はじめに

高次脳機能障がいのある方への支援に関する事業は、平成13年度から全国12の地方拠点機関と国立身体障害者リハビリテーションセンターが参画し始まった高次脳機能障害支援モデル事業により支援の枠組みが検討され、平成18年度から一般事業化されました。徐々にではありますが、支援者の方々が障がい福祉サービスに従事する中で、高次脳機能障がいのある方と出会う機会は増えてきていると思われます。
実際、平成30年度に大阪府高次脳機能障がい相談支援センターが、大阪府内の日中活動系の障がい福祉サービス事業所1,991か所を対象に実施したアンケート※１（回答率39.6％（789か所））によると、「これまでに高次脳機能障がいのある方を支援したことがある」と回答した事業所が40.9％（323か所）でした。
一方で、高次脳機能障がいのある方を支援したことのある事業所でも、支援した人数は「5人以内」という事業所が9割を占め、1つの事業所で高次脳機能障がいのある方への支援を積み上げることは、難しい状況にあると考えられます。
また、「対応に困った事例がある」と回答した事業所は91％（293か所）にのぼり、悩みを抱えている支援者が多いことも分かりました。
そこで、本部会では、障がい福祉サービス事業所の支援者が、高次脳機能障がいのある方の支援に悩んだ際に、どのような点に着目して支援方法を考えていけばよいのか参考にしていただけるよう、支援ヒント集を作成しました。アンケートから得られた、障がい福祉サービス事業所が対応に困ったことを項目出しし、実際にどのように支援をしたのか実践例を集めました。その他に、自然災害や新型コロナウィルス感染症に関する対応についても知りたいという声を受け、新たに事業所での取組みを聞き取り、事例や実践例を掲載しました。
また、高次脳機能障がいのある当事者や家族が、障がい福祉サービス事業所の職員に望むことについても、コラムとして紹介しています。
高次脳機能障がいは、その症状の他、受傷前の生活や性格、現在おかれている環境などにも影響を受けるため、個別性が高く、オーダーメイドの支援方法が求められます。そのため、本冊子に掲載している実践例は、誰にでも有効な方法とは限りませんが、実際に行われた支援を知ることは、よりよい関わりを考える一助になると思われます。
この冊子が、高次脳機能障がいのある方を支えるみなさまの支援のヒントとなり、一人でも多くの高次脳機能障がいのある方とその家族のより充実した生活に繋がることを願っています。
　　　　　　　　　　　　令和3年3月
大阪府障がい者自立支援協議会
　高次脳機能障がい相談支援体制連携調整部会
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※1 「高次脳機能障がいの方の支援」に関するアンケートの結果は下記に掲載しています。
https://www.pref.osaka.lg.jp/o090160/jiritsusodan/kojinou/index.html#anke-to
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🔶支援上の悩みは、高次脳機能障がいの症状の他、環境面、心理面、身体面など、さまざまな要因が重なって現れることが多いです。そのため、解説や実践例などには、類似した内容が複数掲載されている場合があります。


🔶本冊子で紹介する実践例は、実際の事例をもとに、個人情報保護の観点から内容を加工して掲載しています。










🔶高次脳機能障がいの症状や診断基準、福祉制度・種々のサービスなどの基礎知識については、「高次脳機能障がい支援ハンドブック」に掲載していますので、そちらも併せてご覧ください。

「高次脳機能障がい支援ハンドブック」は下記からダウンロードできます。
https://www.pref.osaka.lg.jp/documents/5405/r6handbook.pdf
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